
 

 

 

 

 

 

 

１ 研究の動機 

  昨年度の自由研究「あさがおはいつさくか？」をしていた時に、つぼみがさいてしおれていくに

つれて色が変化していることを不思議に思った。つぼみから花が咲いてしおれていくまでの間の色

の変化とその原因を知りたいと思ったので、この研究を始めることにした。 

 

２ 研究の内容と方法 

 はじめに、以下の４つの実験を考え、準備を整えて研究を開始した。 

実験１「あさがおが咲く時の段階と、色とｐｈの関係を調べる」 

   １１日間、咲いているあさがおのすべてをサンプルとして、開花の角度を（撮った写真で）測 

定し、開き具合と花の色、ｐｈの数値等を記録し、関係が見出せるようにする。 

実験２「花の中の白い部分と色のついている部分は、時間によってｐｈが変わるのか確かめる」 

色の変化が大きい青い花を選び、白い部分と色のついている部分とに分けて、ｐｈの変化を調 

べる。 

実験３「同じｐｈに調整したら、赤、青、紫の花から作った色水がそれぞれどんな色になるか確か 

める」 

    赤、青、紫の花から作った色水を、ｐｈが同じになるように調整し、ｐｈ階段になっている液

体（重曹や酢で作成）に入れたら、それぞれどのような色になるか比較する。 

実験４「あさがおの色水を使って、いろいろなもののｐｈを測れるかどうか確かめる」 

    あさがおの色水でｐｈ階段を作成し、身近な液体をたらして色の変化を調べｐｈを測定する。 

 

３ 研究の結果と考察 

実験（１） 

 左図のように、色、重さ、ｐｈ、採取時刻、開花の

角度、気づいたこと等の項目を作り、１１日間すべて

の採取した花１５７個の記録をとった。また、それぞ

れの花ごとに、採取した時間順に表に記入した。ちな

みに、１１日間で紫色３２個、青色２８個、赤色３０

個、白色６７個の花が咲いた。 

 小さな花については、ｐｈを調べるために水を３ｍ

ｌずつ加えるので、濃度をそろえるために複数個を使

用してほぼ１ｇになるように調整した。 

（左図の赤色と青色の花の重さの欄参照） 
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   時間の経過とともにｐｈ 

                                 の変化を調べたが、個体差も

あり、採取した時間もまち 

                                 ちなのでデータとしては、ふ

さわしいものではなかった。 

                                  そこで、採取した時間ご 

                                 とのｐｈのデータに焦点を

あてて、補正したり平均をと

ったりして左表のようにま

とめてみた。 

                   各色の表を作成後グラフ化したものが上図である。 

予想では、花が満開の時は青くなるのでｐｈが高くなってア 

ルカリ性に傾き、つぼみやしぼんだ花ではｐｈが低くなって 

酸性に傾くと考えた。グラフは中央に山が来る形のものにな 

  るのかと思っていた。しかし、グラフから明らかなように、そこまでの関係は見いだせなかった。 

①花の色自体の変化の大きい青い花は、赤い時と青い時では、０．４位の差があること、 

②紫色の花がｐｈの変化が一番大きく、数値差は０．９位であること、 

③白色の花がｐｈの数値が一番高くなっており、差は０．９位であること等があげられる。 

④赤以外の花は、咲き始めと咲き終わりのｐｈの数値が小さい傾向にある。 

以上の４点については実験（１）から明らかになったが、ｐｈの数値が酸性からアルカリ性へ変

わるようなことはなかった。 

 また、開花までの角度とｐｈの関係や花の色とｐｈの関係についても、もとのデータから関係 

を表やグラフにしてみたが、ここでも、予想した酸性～アルカリ性～酸性といった形のｐｈの変

化、つまり、花の色が青いとアルカリ性に近く、花の色が赤いと酸性に近いといったようなはっ

きりした形には表れなかった。 

 

 実験（２） 

   実験（２）では、何日かかけて時間ごとに青い花を摘 

取り、白い色をした根本部分と青色のついた先端部分と 

に分けてそれぞれｐｈを調べた。（右図のグラフ参照） 

  ①いつでも白い部分と色のついた部分のｐｈにはほぼ一 

定の差があること                    

  ②常に青く色のついている方がｐｈの数値は高めになっ 

  ていることなどが明らかになった。その差はほぼ０．３ 

  となっている。 

 この実験でも、実験１と同じく、青い色のアサガオであるが、アルカリ性ではなく、酸性となって

いる。 

 

 実験（３） 

   実験３では重曹だけではｐｈ８までしか作れないので、台所用の漂白剤も気をつけながら使っ



てみた。母にも手伝ってもらってｐｈ４

～ｐｈ１２までの水溶液を作り、順番に                          

並べたものにアサガオの色水をたらし

て色の変化を観察した。左の写真は、前

の列が赤色のアサガオの色水を入れた 

もので、後ろの列は青色のアサガオの色水を入れたもので、ほぼ同じ色になっている。これは紫 

の花の時も同じであった。このように赤・青・紫のどの色の花の色水でも垂らした時に反応して 

変化する色は、花の色には関係ないことが明らかになった。 

 

 実験（４） 

   紫色のアサガオの色水で作ったｐｈ階段を使って試料 

  のｐｈを測ってみた。２３種類の試料を試した。右表に 

掲載分は誤差が◎になっている。ｐｈ測定器と比較して 

誤差０．５以内のもの（◎）は２３種類中１６種類、誤 

差１．０以内のものは４種類であった。アサガオを使ってｐｈの測定ができることがわかった。 

 

４ まとめ 

   昨年あさがおの研究をしていた時に、石けん水やレモンじるにふれると色水がの色が変化する

ことはｐｈというものが関係していることを母から聞いた。つぼみやしおれた時と、咲いている

時の花の色が違うのは、ｐｈが関係していて酸性⇔アルカリ性と変化するのではないかと思って

実験１を計画した。しかし、調べてみると、ｐｈの違いは確かめられたが、思ったよりもせまい

範囲での変化しか見られず、花の色の変化は他にも原因が他にあるということがはっきりした。   

そのため実験２～４を追加実験として行った。あさがおの色水でｐｈ階段を作ってたしかめた

ところ、酸性からアルカリ性までほぼ正確に調べられることがわかった。 

   

５ 今後の課題 

   今年解明できなかった「あさがおは、つぼみやしおれた時は咲いている時と花の色が変化する」

ということについて、ｐｈ以外の何かが関係しているのか、ｐｈと何かが関係し合ってえいきょ

うをおよぼしているのか等について、早めに準備をして明らかにしていきたい。 

 

６ 指導と助言 

  昨年度のあさがおの研究を発展させて研究に取り組み、課題として挙げていた「あさがおのつぼ

みやしおれた時と咲いている時とでは花の色が違うのはなぜだろう」という点に対峙して、母親に

相談したり、祖父にアドバイスをもらったりしながら取り組みました。毎朝暗いうちに起きて観

察・花の採取・実験等を行い、一生けんめい基礎データを積み重ねて研究をすすめることができま

した。 

昨年度学んだことを発展させて、観察・実験結果のデータを補正したり、平均を求めたりしなが

ら、自分の予想の妥当性を確かめています。また、客観的に見てそれを検証できない時は、何が明

らかになったのかを的確に導くことができており、成長を感じました。 （指導教諭 石井 千秋） 

 


